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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 20分 西銘　啓史郎（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) ワシントン訪米について

ｱ 過去３回の総費用（随行者含む：県関係者）について

ｲ 面会人数（上院・下院)とその反応・効果について

(2) 安慶田前副知事辞任と任命責任について

ｱ 辞任の理由と知事の考えについて

(3) 宮古島市長選挙、浦添市長選挙の結果について

ｱ 結果と公約について知事の考えを問う。

(4) 各施設候補地決定のプロセスについて

ｱ ＭＩＣＥ（東浜）、Ｊ１スタジアム、その他那覇市管轄（新那覇市民会館、第一牧志公設市
場等）について

2 観光立県沖縄としての課題と解決策について

(1) 沖縄観光コンベンションビューローについて

ｱ 平成25年度から27年度までの実績について

(ｱ) 委託事業件数と委託予算額について

(ｲ) 諸謝金について（金額、件数、内容）

ｲ 那覇空港観光案内カウンター業務の撤退について

(ｱ) その理由と新規公募時期について

(2) レンタカー利用実態調査検討委員会について

ｱ 調査結果と対策について

(3) Ｊ１スタジアム建設について

ｱ 沖縄総合運動公園サッカー競技場の使用状況について

3 飲酒運転撲滅について

(1) 飲酒運転検挙数の実態について

(2) 県警としての取り組み、県としての取り組みについて

4 危機管理（防災）体制について

(1) 避難訓練について

(2) 地震、台風時の備蓄（食糧等）体制について

5 県職員の勤務実態について

(1) 残業総時間（部局別）、その費用額（平成27年度）について

(2) 有給休暇（日数、取得率）について

(3) 人事評価制度について（相対評価、絶対評価）について

6 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 20分 末松　文信（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 県政運営について

ｱ 新基地の定義について伺います。

ｲ オール沖縄の定義について伺います。

ｳ 辺野古に新基地をつくらせない法的根拠について伺います。

ｴ 普天間飛行場の５年以内運用停止の見通しについて伺います。

2 基地の整理縮小に向けて

(1) 普天間飛行場代替施設建設に係る埋立事業について

ｱ 一連の埋立訴訟に対する最高裁の判決は、知事の主張をことごとく退けた。第三者委員
会及び知事の責任について、御所見を伺います。

ｲ 沖縄県は、知事の主張を取り消し、前知事の埋立承認が生きているものと理解しており
ますが、御見解を伺います。

ｳ 沖縄県は、みずから承認した埋立事業を「あらゆる手法を使って阻止する」と公言してい
ますが、何のために承認したのか、伺います。

ｴ あらゆる手法とは、報道によると「Ａ、Ｂ、Ｃ」３段階に分けて洗い出しを進めているようで
すが、具体的に説明を求めます。

ｵ あらゆる手法と公有水面埋立承認との法的整合性について伺います。

(2) 公有水面埋立法に基づく埋立事業の進行管理と行政指導について

ｱ 設計変更等の変更申請について
　公有水面埋立法は、11月議会でも土建部長から免許制度であるとの答弁をいただき
ました。県は、与えた埋立免許に基づき事業の進行管理を行う中で必要な行政指導を
するのが行政の役割と思いますが、事業の進行を妨げるのが行政マンの使命ですか、
土建部長に伺います。

ｲ 岩礁破砕等の許可について
　岩礁破砕の許可期限が年度内となっているようですが、漁業権者が漁業権を放棄した
ことにより、許可は必要ないとの認識もあるようですが、御見解を伺います。

ｳ サンゴの白化回復について
　沖縄近海のサンゴの白化現象がたびたび危惧されていますが、沖縄県サンゴ移植マ
ニュアルでは、数年から十数年で回復すると言われておりますが、これまでの実績につ
いて伺います。

ｴ サンゴの移植について
　近年、サンゴ礁の保全策としてサンゴの移植も一手段として行われており、また、企業
の社会貢献の一つとしても採用されているようですが、その実態について伺います。

ｵ 造礁サンゴ類の特別採捕許可について
　サンゴの移植に際して特別採捕の許可が必要とのことですが、許可条件等について
伺います。

(3) 埋蔵文化財に関する諸手続について

ｱ 埋蔵文化財の存在について
　当該地域の埋蔵文化財について、その場所と規模、そして内容について伺います。

ｲ 埋蔵文化財の保存方法について
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　埋蔵物の価値によって保存方法が異なるようですが、その分類と判断基準及び保存
方法について伺います。

ｳ 届け出及び通知等について
　埋蔵文化財の届け出や通知等は、届け出は誰が誰にいつどのような手順で行われま
すか、また、所管部局はどこですか、名護市との関係はどのようになりますか、伺いま
す。

3 損害賠償及び求償について

(1) 東京国立市のマンション訴訟について

ｱ この訴訟は、マンション業者が国立市にマンション建設を妨害されたことに対し、損害賠
償を求めた事案のようですが、その判決について伺います。

ｲ 上記損害賠償に関し、住民訴訟が確定し、現市長が元市長に対し求償を請求した事案
のようですが、その判決について伺います。

4 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 20分 照屋　守之（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 翁長県政の評価について

(1) 辺野古は、公約に反して埋立工事が進み、県民の期待を裏切り、また、国との信頼も失い
県益を大きく損ねている。翁長知事はこの責任をどのようにとるか。

2 オール沖縄体制について

(1) 県知事選挙で成功したオール沖縄での取り組みが市長選挙で展開されている。宮古島
市長及び浦添市長選挙のオール沖縄は、市民から信任が得られていない。オール沖縄
は、「反対」「批判」が主で、政策が「進まない」「決まらない」。このことが県民に浸透した結
果であると考える。翁長知事主導のオール沖縄は限界である。知事の見解はどうか。

3 辺野古問題の解決に向けて

(1) 最高裁判決で翁長知事の法律違反が確定した。さらに、和解条項で判決に従い県も国も
協力するとしながら撤回や県民投票も考えているとのことである。辺野古問題の解決には
ほど遠い状況にある。今、翁長知事がやるべきことは、法律違反をわびることである。翁長
知事のミスリードをわびることである。知事の見解はどうか。

4 安慶田副知事の辞任について

(1) 翁長知事は、県民への説明責任と副知事としての職務の責任を放棄させて辞職を認め
た。そして基地、人事、予算の責任者である副知事不在で県政を混乱させている。翁長
知事の責任ははかり知れない。どう責任をとるか。

5 これまでの裁判費用や知事訪米費用、そしてワシントン事務所の予算の執行について

(1) 辺野古問題に係るこれまでの弁護士の費用も含めた裁判費用の合計は。

(2) これまで３回にわたる知事訪米費用の合計は。

(3) 平成27年及び28年度のワシントン事務所の県職員も含めた費用の合計は。

(4) その成果は。

6 大型施設ＭＩＣＥ事業について

(1) 既に設計、建築、運営管理が発注されたようであるが、今現在、国に対してＭＩＣＥ事業の
計画や総予算について県は認めさせていないとのことである。なぜ、発注されるこの時期
になっても国に対してＭＩＣＥ事業の内容と予算総額を認めさせることができていないの
か。

7 病院事業局長人事について

(1) 昨年も県幹部が病院事業局長に辞職を促したとのこと。今年も総務部長が病院事業局長
に対して辞職を促し、総務部長は上の指示で行われたと話しているとのこと。なぜこのよう
なことが行われるか説明願います。

8 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 20分 翁長　政俊（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 一連の県人事及び教育庁採用試験の疑惑と混乱について

(2) 松本浦添市長再選を受けて、那覇軍港の移設配置を協議する移設協議会における県の
移設方針を示してください。

2 基地問題について

(1) 辺野古埋立取り消し訴訟の県敗訴の主因と、関係所管部が審査手続の正当性に加担
し、進達して敗訴した責任は重大である。部内総括と責任を明確にされたし。

(2) 知事は撤回も検討しているとのことであるが、撤回で埋立工事を阻止する有効打になり得
るのか。

3 自衛隊の任務と先島配備計画の賛否について伺う。

4 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 20分 座喜味　一幸（無所属） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 辺野古埋立承認取り消しは敗訴となった。改めて県のトップリーダーとして、県民をミス
リードした知事の責任について伺う。

(2) 宮古島市長選挙で知事の推薦する奥平氏は敗北した。

ｱ 社民・社大を中心としたオール沖縄が推薦した下地氏サイドから知事の裏切りが指摘さ
れていることをどう受けとめているか。

ｲ 自衛隊配備が大きな争点となったが、民意は配備容認・推進が大量得票で示された。
知事は自衛隊配備を容認するか伺う。

(3) 尖閣諸島周辺の接続水域等南西諸島周辺で活発化する中国艦船の行動について県の
認識と対応を伺う。

(4) 漁業調整規則の目的について伺う。また、岩礁破砕許可は何を目的とするのか伺う。

2 農林水産業振興について

(1) 入域観光客の農林水産物の消費額と経済効果について伺う。また、観光客を含む沖縄
県の自給率(砂糖を除く)の現状と対策について伺う。

(2) 販売農業従事者の年間労働時間と時給額について伺う。

3 離島振興について

(1) 下地島空港の利活用で三菱地所の事業計画の承認のおくれが指摘されているが、課題
と承認の時期について伺う。

(2) 宮古空港の拡張整備について伺う。

(3) 離島から出向く患者、付添人の実数と経済的負担について、負担軽減事業の概要につ
いて伺う。２次離島の負担軽減についても伺う。
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 20分 上原　　章（公明党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 地方創生、安全対策について

(1) 県内における「地域おこし協力隊」の現状と成果を伺います。財源が特別交付税で、積極
的に取り組めない市町村もあると聞くが現状はどうか。

(2) 国は2017年度、高齢者や低所得者、障害者、子育て世帯などのうち、住宅を確保するこ
とが困難な人たちを支援する新たな「住宅セーフティーネット制度」を創設するとのこと。
内容と県の取り組みを伺います。

(3) 「高齢ドライバーの安全を社会全体でどう支えるか」という視点が重要と考えるが、県の対
応を伺います。運転免許の「自主返納」に対し、公共交通の無料化など特典を設けるなど
検討できないか。

(4) 「消防防災ヘリ導入検討事業」について内容を伺います。

2 福祉行政について

(1) 国は2017年度、産後鬱予防などの観点から出産後間もない産婦の検診費用を助成及び
新生児聴覚検査の推進体制を整備する予算を盛り込むとのこと。重要な取り組みと考える
が、県の対応を伺います。

(2) 妊婦健診14回無料化の現状、成果を伺います。

(3) 「離島患者等支援事業」の内容、効果を伺います。

(4) 「離島へき地のがん患者等の宿泊支援」の成果、取り組みを伺います。

(5) 新規事業「民生委員活動活性化事業」の内容と効果を伺います。

3 教育行政について

(1) 連携型中高一貫教育の取り組み、課題、成果、対策を伺います。

(2) 県立高等学校編成整備計画について、地域や関係機関との連携、意見交換が重要と考
えるが現状はどうか。

4 離島振興について

(1) 「農林水産物流通条件不利性解消事業」の航空路線輸送費補助を県内全ての離島を対
象にできないか。

(2) 本島地域と離島地域の水道サ－ビス・料金は大きな格差があると言われているが、実態と
対策を伺います。

(3) 水道事業の広域化について、早期の実施及び水道料金の低減を図れないか伺います。

5 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 20分 金城　泰邦（公明党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 公共事業の入札不調問題について、その原因と課題について伺う。

(1) 入札価格の算定根拠はどうなっているか。

(2) 建設業の担い手不足の解消についてどのような手段を講じているのか。

2 第10回特別弔慰金の支給遅滞問題について伺う。

3 通級指導教員の増員について、沖縄県の平成29年度の方針を伺う。

4 管理栄養士の養成のための取り組みについて伺う。

5 聴覚障害児・者の補聴器補助について伺う。

6 障害者の入所施設の現状について伺う。

7 軽度知的障害者の実態調査と就労支援について伺う。

(1) 第５次アンケート調査方法の具体的な対策を提示してほしい。

(2) 在校生、卒業生ともに福祉サービスの利用者数は把握されているか。

(3) 軽度知的障害の場合、他の特別支援学校と異なり、福祉関連の行政サービスを利用でき
ないことが多い。軽度知的障害であっても福祉関連の行政サービスを受けられるような仕
組みづくりが必要であると考えるが県の方針について伺う。

(4) 定着支援事業所は、国の現行協議では「就労移行など福祉を利用した者」に限られてい
るが、県はどう対応しているか。

(5) 軽度知的障害者の就業や生活支援センターを利用していない人の把握はどうなっている
のか。


